


sasakawa
写



（２）種畜検査を担当できるセンター職員

センターの種畜検査は、①獣医師又は家畜人工授精師、②学校教育法（昭和２

２年法律第２６号）に基づく大学又は高等専門学校において、獣医学又は畜産学

の課程を修めて卒業した者、③学校教育法に基づく高等学校を卒業し、家畜の改

良及び増殖並びに飼養管理の改善の業務に３年以上従事している者のいずれかに

該当する職員が担当することとされている（規則第１条）が、これらの者以外で

あっても、これらの者と同等以上に種畜検査の実施に要する知識経験を有すると

認められる職員であれば、種畜検査を担当できることとして差し支えないと考え

られることを踏まえ、所要の改正を行った。

２．改正の内容

（１）種付け等の制限の特例の追加（規則第３条関係）

法第４条第１項第３号の農林水産省令で定める場合（種付け等の制限の特例の

対象となる場合）として、専ら一の都道府県の区域内で飼養され、当該都道府県

においてその改良増殖が計画的に行われると認められる家畜の品種として農林水

産大臣が指定するものに属する家畜の雄であって、当該都道府県内の家畜人工授

精所その他の農林水産大臣が指定する場所において飼養されるものを当該都道府

県の区域内において種付け又は家畜人工授精用精液の採取の用に供する場合を追

加した。

（２）種畜検査を担当できるセンター職員の追加（規則第１条関係）

種畜検査を担当できるセンター職員に、①高等学校と同等以上の学校を卒業し、

家畜の改良等の業務に３年以上従事している者及び②現在規定されている者と同

等以上の知識経験を有すると農林水産大臣が認めた者を追加した。

第２ 運用について

１．農林水産大臣は、規則第３条第２項に基づき品種及び飼養場所を指定する際は、

別表の要件及び考え方（以下「要件等」という。）に基づき検討する。このため、農

林水産大臣の指定を要望する都道府県（以下「要望県」という。）にあっては、要件

等を参考に必要な情報の提供をお願いする。また、指定に際しては、事前に要望県

等と十分に相談することとする。

なお、要件等に示した確認方法は一例であり、要望県から情報提供があった際に

は品種の特性などを踏まえ個別に検討するので、新品種を造成した場合等は情報提

供をお願いする。

２．要件等を満たすことが確認できなくなった場合は、指定の廃止を検討することと

する。



（別表）品種及び飼養場所の指定の際の要件及び考え方

要件 確認方法の例 確認書類 考え方

当該品種に属する センターが毎年定 センターからの 当該品種の改良増殖に及ぼ

家畜が、専ら一の 期に行う種畜検査 定期種畜検査報 す影響が大きい繁殖の用に

都道府県の区域内 （以下「定期種畜 告書及び都道府 供する雄畜の全てが一の都

で飼養されている 検査」という。） 県が公示する臨 道府県の区域内で飼養され

こと 等の情報から、全 時種畜検査の情 ていることをもって、当該

ての種付け又は家 報 品種に属する家畜が専ら一

畜人工授精用精液 の都道府県の区域内で飼養

の採取の用に供す されていることを確認する

る雄畜（以下「繁 こととする。

殖の用に供する雄

畜」という。）が

一の都道府県の区

域内で飼養されて

いることを確認す

る。

当該品種に属する 法第３条の３第１ 法第３条の３第 都道府県が作成した家畜改

家畜の改良増殖が 項の都道府県が作 １項の都道府県 良増殖計画に当該品種の計

計画的に行われる 成する家畜改良増 が作成する家畜 画が記載されていることを

こと 殖計画に当該品種 改良増殖計画 もって、当該品種について

についての記載が 計画的に改良増殖が行われ

あることを確認す ることを確認することとす

る。 る。

当該品種が品種と 当該品種について、法第３２条の２ 当該品種について、法第３

して確立している 法第３２条の２の の登録規程 ２条の２の登録規程が作成

こと 登録規程が作成さ され、登録事業が行われて

れ、登録事業が行 いることをもって当該品種

われていることを が品種として確立している

確認する。 ことを確認することとする。

当該品種に属する 家畜人工授精所、 家畜人工授精所 当該品種の繁殖の用に供す

全ての繁殖の用に 地方公共団体が管 許可書又は設置 る雄畜の飼養場所について

供する雄畜が、適 理する研究所や試 条例 は、家畜改良センターが行

切な衛生管理がな 験場等の施設にお う種畜検査の衛生検査にお

される飼養場所で いて、種畜検査の 検査計画や過去 いて求められる水準と同等



飼養されること 衛生検査において の検査結果等衛 程度の衛生管理（別紙１参

求められる水準と 生管理状況が分 照）が適切に行われる飼養

同等程度の衛生管 かる書類 場所であることを確認する。

理が行われると見

込まれることを確

認する。

３．指定の公表について

農林水産大臣の行う品種及び飼養場所の指定は、告示により公表する（別紙２参照）。
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行
規
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抄
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案
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査
の
方
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査
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法
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独
立
行
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家
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改
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ン
タ
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下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
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う
。
）
は

第
一
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独
立
行
政
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人
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セ
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タ
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下
「
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ン
タ
ー
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。
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、
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畜
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（
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下
「
法
」
と
い
う
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項
本
文
の
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、
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増
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「
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「
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期
検
査
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と
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。
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第
一
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ン
タ
ー
の
臨

時
検
査
」
と
い
う
。
）
を
行
う
と
き
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
職
員

時
検
査
」
と
い
う
。
）
を
行
う
と
き
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
職
員

に
こ
れ
ら
の
検
査
を
担
当
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
こ
れ
ら
の
検
査
を
担
当
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
大
学
又
は
高
等

二

学
校
教
育
法
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昭
和
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年
法
律
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大
学
又
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門
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又
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又
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学
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卒
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こ
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。
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学
校
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育
法
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基
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く
高
等
学
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又
は
こ
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同
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以
上
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卒
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し
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三

学
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教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学
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卒
業
し
た
場
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つ
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は
、
家
畜
の
改

場
合
に
あ
つ
て
は
、
家
畜
の
改
良
及
び
増
殖
並
び
に
飼
養
管
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改
善
の
業
務
に

良
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増
殖
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び
に
飼
養
管
理
の
改
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業
務
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三
年
以
上
従
事
し
て
い
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こ
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三
年
以
上
従
事
し
て
い
る
者

。

四
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林
水
産
大
臣
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前
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掲
げ
る
者
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上
の
知
識
経
験
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す
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認
め
た
者

（
種
付
け
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限
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（
種
付
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限
の
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第
三
条

法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
農
林
水
産
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令
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定
め
る
場
合
は
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次
に
掲
げ

第
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法
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四
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第
一
項
第
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農
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水
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め
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同
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文
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す
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掲
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一
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す
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げ
る
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の
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に
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す
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す
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す
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す
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す
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て
の
み
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う
行
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つ
て
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に
掲
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も
の
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。
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採
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す
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。
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す
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○ 農 林 水 産 省 告 示 第 九 号

 　 家 畜 改 良 増 殖 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 五 年 農 林 省 令 第 九 十 六 号 ） 第 七 条 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 、 同 条 第 一 項

の 種 畜 の 等 級 の 判 定 基 準 を 次 の よ う に 定 め 、 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 し 、 同 日 付 け で 、 昭 和 五 十 九 年

八 月 六 日 農 林 水 産 省 告 示 第 千 五 百 四 十 二 号 （ 種 畜 の 等 級 の 判 定 基 準 を 定 め る 等 の 件 ） は 、 廃 止 す る 。

　 平 成 二 十 四 年 一 月 四 日

　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 農 林 水 産 大 臣　 鹿 野 道 彦　

- 1 -



  家畜改良増殖法施行規則第７条第１項の種畜の等級の判定基準は、次のとおりとする。

１　牛

（１）乳用種

特　級 １　級 ２　級 級　外

血
統

血統証明書を有する
こと。

同　左 同　左

能
力

別記１の１の（１）
の遺伝的能力評価の
成績がＡクラスであ
ること。

別記１の１の（１）
の遺伝的能力評価の
成績がＢクラスであ
ること。

左記以外のもの

体
型

別記２の１の（１）
の体型基準に適合す
ること。

同　左

血
統

血統証明書を有する
こと。

同　左 左記以外のもの

能
力

別記１の１の（２）
の後代の能力検定を
受けていること。

体
型

ジャージー種、ブラ
ウンスイス種、エア
シャー種及びガーン
ジー種にあっては、
別記２の１の（１）
の体型基準に適合す
ること。

ホルスタイン種

その他の品種

左記以外のもの
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（２）肉用種

特　級 １　級 ２　級 級　外

血
統

血統証明書を有する
こと。

同　左 同　左

能
力

別記１の１の（３）
の産肉能力検定の成
績がＡクラスである
こと。

別記１の１の（３）
の産肉能力検定の成
績がＢクラスである
こと。

体
型

別記２の１の（２）
の体型基準に適合す
ること。

同　左

血
統

血統証明書を有する
こと。

同　左

能
力

別記１の１の（３）
の産肉能力検定を受
けていること。

体
型

別記２の１の（２）
の体型基準に適合す
ること。

黒毛和種、褐毛和
種及び日本短角種

左記以外のもの

無角和種

左記以外のもの
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血
統

血統証明書を有する
こと。

同　左 左記以外のもの

能
力

別記１の１の（３）
の産肉能力検定を受
けていること。

体
型

アンガス種及びヘレ
フォード種にあって
は、別記２の１の
（２）の体型基準に
適合すること。

その他の品種

左記以外のもの
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２　馬

特　級 １　級 ２　級 級　外

血
統

血統証明書を有する
こと。

同　左 同　左 左記以外のもの

能
力

２級以上に該当する
種畜を３頭以上生産
していること。

２級以上に該当する
種畜を１頭以上生産
していること。

ブルトン種、ペル

シュロン種、日本輓
ばん

系種及び半血種（輓
系）にあっては、別
記２の２の体型基準
適合すること。

全ての品種

左記以外のもの

体
型

同　左
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３　豚

特　級 １　級 ２　級 級　外

血
統

血統証明書を有する
こと。

同　左 同　左

能
力

別記１の２の産肉能
力検定の成績がＡク
ラスであること。

別記１の２の産肉能
力検定の成績がＢク
ラスであること。

体
型

別記２の３の体型基
準に適合すること。

同　左

血
統

血統証明書を有する
こと。

同　左

能
力

別記１の２の産肉能
力検定を受けている
こと。

体
型

（注）この告示において「血統証明書」とは、次に掲げる証明書をいう。

  （１）家畜改良増殖法（昭和25年法律第209号。以下「法」という。）第32条の２第１項の規定により登

　    録規程の承認を受けて家畜登録事業を行う者（以下「家畜登録機関」という。）が、当該登録規程の　

　    定めるところにより発行する家畜の血統についての証明書

  （２）法第32条の２第１項に規定する登録規程に定めがない品種については、外国の政府機関により発行

　　  され、かつ、家畜の血統を確かめ、又は信ずる旨を記載した証明書

ヨークシャー種、
バークシャー種、
ランドレース種、
大ヨークシャー種
、ハンプシャー種
及びデュロック種

左記以外のもの

その他の品種 左記以外のもの

左記以外のもの
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別記１
１　牛
（１）遺伝的能力評価
  　①　定義
      　「遺伝的能力評価」とは、独立行政法人家畜改良センターが実施する乳用牛の遺伝的能力評価をい
      う。
  　②　評価方法
        独立行政法人家畜改良センターが発表する総合指数（ＮＴＰ；Nippon Total Profit Index）におい
　　　て等級を判定する日の直近の順位が上位40位以内のものをＡクラスとし、41位以下のものをＢクラス
　　　とする。
（２）後代の能力検定
      「後代の能力検定」とは、家畜の能力検定に関する国際委員会（International Committee for  
     Animal Recording）が定める能力検定をいう。
（３）産肉能力検定
  　①　定義
    　　「産肉能力検定」とは、家畜登録機関が定める現場後代検定、間接検定及び直接検定をいう。
  　②　評価方法
        現場後代検定又は間接検定において、次の評価基準を満たすものをＡクラスとし、それ以外のもの
　　　及び直接検定を受けているものをＢクラスとする。
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評価基準

注：黒毛和種の括弧内は間接検定の評価基準であり、それ以外は現場後代検定の評価基準である。

日齢枝肉重量 脂肪交雑(Beef Marbling Standard)

黒毛和種
褐毛和種（熊本系）
褐毛和種（高知系）
日本短角種

 　　 531(582)g以上
 628g以上
 533g以上
 634g以上

　　　 5.7(3.38)以上
 3.8以上
 3.4以上
 2.1以上

- 8 -



２　豚
  　①　定義
      　「産肉能力検定」とは、家畜登録機関が定める直接検定及び現場直接検定をいう。
  　②　評価方法
  　　ア　直接検定
  　　　　次の評価基準を満たす項目の相対重要度を合算して得た数値が５以上のものをＡクラスとし、４
        以下のものをＢクラスとする。

評価基準

１日平均
増体量

飼　料
要求率

ロース芯
の太さ

背脂肪層
の厚さ

３ ２ １ ２相対重要度

ヨークシャー種
バークシャー種
ランドレース種
大ヨークシャー種
ハンプシャー種
デュロック種

  750g以上
  750g以上
  900g以上
  910g以上
1,000g以上
1,000g以上

3.2以下
3.2以下
2.9以下
2.9以下
2.9以下
2.9以下

32㎝２以上
32㎝２以上
35㎝２以上
35㎝２以上
41㎝２以上
41㎝２以上

2.2㎝以下
2.2㎝以下
1.7㎝以下
1.7㎝以下
1.7㎝以下
1.7㎝以下
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　　　イ　現場直接検定

  　　　　次の評価基準を満たす項目の相対重要度を合算して得た数値が３以上のものをＡクラスとし、２

  　　　以下のものをＢクラスとする。

評価基準

１日平均
増体量

ロース芯
の太さ

背脂肪層
の厚さ

  750g以上
  750g以上
  900g以上
  910g以上
1,000g以上
1,000g以上

32㎝２以上
32㎝２以上
35㎝２以上
35㎝２以上
41㎝２以上
41㎝２以上

2.2㎝以下
2.2㎝以下
1.7㎝以下
1.7㎝以下
1.7㎝以下
1.7㎝以下

３ １ ２

ヨークシャー種
バークシャー種
ランドレース種
大ヨークシャー種
ハンプシャー種
デュロック種

相対重要度
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別記２

１　牛

（１）乳用種

　　  次の品種の体型基準に適合していること。

　　①　ホルスタイン種

　　　　生後60か月齢以上のものにあっては、体高152cm以上であること。

　　②　ジャージー種

　　　　生後60か月齢以上のものにあっては、体高135cm以上であること。

　　③　ブラウンスイス種

　　　　生後60か月齢以上のものにあっては、体高140cm以上であること。

　　④　エアシャー種

　　　　生後60か月齢以上のものにあっては、体高145cm以上であること。

　　⑤　ガーンジー種

　　　　生後60か月齢以上のものにあっては、体高140cm以上であること。
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（２）肉用種

　　  次の品種の体型基準に適合していること。

　　①　黒毛和種

　　　　生後48か月齢以上のものにあっては、体高140cm以上であること。

　　②　褐毛和種（熊本系）

　　　　生後48か月齢以上のものにあっては、体高139cm以上であること。

　　③　褐毛和種（高知系）

　　　　生後48か月齢以上のものにあっては、体高140cm以上であること。

　　④　日本短角種

　　　　生後48か月齢以上のものにあっては、体高140cm以上であること。

　　⑤　無角和種

　　　　生後48か月齢以上のものにあっては、体高144cm以上であること。

　　⑥　アンガス種

　　　　生後36か月齢以上のものにあっては、体高140cm以上であること。

　　⑦　ヘレフォード種

　　　　生後36か月齢以上のものにあっては、体高136cm以上であること。
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２　馬

　　次の品種の体型基準に適合していること。

　　①　ブルトン種

　　　　２歳以上のものにあっては、体高150㎝以上であること。

　　②　ペルシュロン種

　　　　２歳以上のものにあっては、体高152㎝以上であること。

　　③　日本輓系種

　　　　２歳以上のものにあっては、体高150㎝以上であること。

　　④　半血種（輓系）

　　　　２歳以上のものにあっては、体高150㎝以上であること。
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３　豚

　　次の品種の体型基準に適合していること。

　　①　ヨークシャー種

　　　　生後24か月齢以上のものにあっては、体高78㎝以上であること。

　　②　バークシャー種

　　　　生後24か月齢以上のものにあっては、体高78㎝以上であること。

　　③　ランドレース種

　　　　生後24か月齢以上のものにあっては、体高82㎝以上であること。

　　④　大ヨークシャー種

    　　生後24か月齢以上のものにあっては、体高86㎝以上であること。

　　⑤　ハンプシャー種

   　　 生後24か月齢以上のものにあっては、体高88㎝以上であること。

　　⑥　デュロック種

    　　生後24か月齢以上のものにあっては、体高87㎝以上であること。
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種畜の等級の判定基準

昭和５９年８月６日

農林水産省告示

１．牛 第１５４２号

平成２０年１２月１日

牛に関する種畜の等級の判定基準は、次のとおりとする。 農林水産省告示

（１）特級、１級及び２級 第１７４４号改正

等級

項目 特 級 １ 級 ２ 級

品種

血 血統証明書を有す 同 左 同 左

統 ること

別記１の１の(1)の 別記１の１の(1)の

ホルスタイン種及 能 泌乳能力検定を受 泌乳能力検定を受

びジャージー種 け、その検定成績 け、その検定成績

力 がＡクラスである がＢクラスである

こと。 こと。

体 別記２の１の体型 同 左 同 左

型 基準に適合するこ

と。

血 血統証明書を有す 同 左 同 左

統 ること

黒毛和種、褐毛和 別記１の１の(2)の 別記１の１の(2)の

種、無角和種、日 能 産肉能力検定を受 産肉能力検定を受

本短角種、ヘレフ け、その検定成績 け、その検定成績

ォード種、アンガ 力 がＡクラスである がＢクラスである

ス種及びシャロレ こと。 こと。

ー種

体 別記２の１の体型 同 左 同 左

型 基準に適合するこ

と。

（注）１ 「血統証明書」とは、次に掲げる証明書をいう。（以下同じ。）

① 家畜改良増殖法（昭和２５年法律第２０９号）第３２条の２第１項の規定

により登録規程の承認を受けて家畜登録事業を行う機関が、当該登録規程

の定めるところにより発行する家畜の血統についての証明書

② 外国において家畜登録事業を行う機関であって、その技術的能力等からみ

て当該事業を的確に、かつ、公正に実施することができるものとして農林

水産大臣が指定するものが発行する家畜の血統についての証明書

２ ジャージー種及びシャロレー種には、特級及び１級の欄を適用しない。

３ ヘレフォード種及びアンガス種には、特級の欄を適用しない。

（２）級 外

（１）の等級のいずれにも属さない種畜は、級外とする。



２ 馬

馬に関する種畜の等級の判定基準は、次のとおりとする。

（１）特級、１級及び２級

等級

項目 特 級 １ 級 ２ 級

品種

血 血統証明書を有す 同 左 同 左

統 ること

サラブレッド種、

サラブレッド系種、 ２級以上に該当す ２級以上に該当す

アラブ種、アング 能 る種雄馬（繁殖の る種雄馬を１頭以

ロアラブ種、アラ 用に供される雄の 上生産しているこ

ブ系種、ブルトン 力 馬をいう。以下同 と。

種、ペルシュロン じ。）を３頭以上

種、ベルジアン種、 生産していること。

トロッター種及び

その他の品種 体 別記２の２の体型 同 左 同 左

型 基準に適合するこ

と。

（注） 体型の項目は、サラブレッド種、サラブレッド系種、アラブ種、

アングロアラブ種及びアラブ系種には、適用しない。

（２）級 外

（１）の等級のいずれにも属さない種畜は、級外とする。



３ 豚

豚に関する種畜の等級の判定基準は、次のとおりとする。

（１）特級、１級及び２級

等級

項目 特 級 １ 級 ２ 級

品種

血 血統証明書を有す 同 左 同 左

統 ること

ヨークシャー種、

バークシャー種、 別記１の２の産肉 別記１の２の産肉

ランドレース種、 能 能力検定を受け、 能力検定を受け、

大ヨークシャー種、 力 その検定成績がＡ その検定成績がＢ

ハンプシャー種及 クラスであること。クラスであること。

びデュロック種

体 別記２の３の体型 同 左 同 左

型 基準に適合するこ

と。

（２）級 外

（１）の等級のいずれにも属さない種畜は、級外とする。



別記１

１．牛

（１）泌乳能力検定

① 泌乳能力検定は、検定しようとする種雄牛について、検定材料牛の乳量、乳脂

率及び無脂固形分率を調査し、泌乳能力を判定するものとする。

② 検定成績は、次の評点基準により、項目ごとに評点に相対重要度を乗じて得た

数値を合算して得た数値（総合能力指数）が１０以上のものをＡクラスとし、５

以上１０未満のものをＢクラスとする。

評 点 基 準

ホルスタイン種

項目
乳 量 乳 脂 率 無脂固形分率

区分

＋２ ＋450㎏以上 ＋0.25%以上 ＋0.21%以上

評

＋１ 0㎏以上＋450㎏未満 0%以上＋0.25%未満 0%以上＋0.21%未満

０ －450㎏以上0㎏未満 －0.25%以上0%未満 －0.21%以上0%未満

点

－１ －450㎏未満 －0.25%未満 －0.21%未満

相対重要度 ５ ２ ３

（注）評点の各項目の数値は、泌乳能力の検定成績を有する種雄牛の能力の平均値を

基準（＝０）とするものである。



（２）産肉能力検定

① 産肉能力検定は、間接検定及び直接検定とする。

② 間接検定

ア．間接検定は、検定しようとする種雄牛について、その産子を肥育し、１日平

均増体量、１㎏増体当たり可消化養分総量（以下「ＴＤＮ」という。）、枝肉

規格、枝肉歩留及びロース芯断面積を調査し、産肉能力を判定するものとする。

イ．検定成績は、次の評点基準により、項目ごとに評点に相対重要度を乗じて得

た数値を合算して得た数値（総合能力指数）が８以上のものをＡクラスとし、

４以上８未満のものをＢクラスとする。

評 点 基 準

１．黒毛和種

項目 １日平均 １㎏増体 ロース芯
枝肉規格 枝肉歩留

区分 増 体 量 当たりTDN 断 面 積

＋２ 0.88㎏以上 6.4㎏未満 4 65%以上 52á以上

評 ＋１ 0.82㎏以上 6.4㎏以上 3.9以上 64%以上 48á以上

0.88㎏未満 6.8㎏未満 4 未満 65%未満 52á未満

０ 0.76㎏以上 6.8㎏以上 3.8以上 63%以上 44á以上

点 0.82㎏未満 7.2㎏未満 3.9未満 64%未満 48á未満

－１ 0.76㎏未満 7.2㎏以上 3.8未満 63%未満 44á未満

相対重要度 ２ ２ 1.5 １ 1.5

（注）枝肉規格は、社団法人日本食肉格付協会（昭和５０年２月１日に社団法人日本食

肉格付協会という名称で設立された法人をいう。）の「牛枝肉取引規格」に従い、

上以上を４、中を３、並を２，等外を１とする。

２．褐毛和種（熊本系）

項目 １日平均 １㎏増体 ロース芯
枝肉規格 枝肉歩留

区分 増 体 量 当たりTDN 断 面 積

＋２ 0.99㎏以上 6.6㎏未満 3.8以上 66%以上 53á以上

評 ＋１ 0.94㎏以上 6.6㎏以上 3.5以上 65%以上 50á以上

0.99㎏未満 7.0㎏未満 3.8未満 66%未満 53á未満

０ 0.89㎏以上 7.0㎏以上 3.2以上 64%以上 47á以上

点 0.94㎏未満 7.4㎏未満 3.5未満 65%未満 50á未満

－１ 0.89㎏未満 7.4㎏以上 3.2未満 64%未満 47á未満

相対重要度 ２ ２ 1.5 １ 1.5



３．褐毛和種（高知系）

項目 １日平均 １㎏増体 ロース芯
枝肉規格 枝肉歩留

区分 増 体 量 当たりTDN 断 面 積

＋２ 0.86㎏以上 6.2㎏未満 4 66%以上 60á以上

評 ＋１ 0.82㎏以上 6.2㎏以上 3.9以上 65%以上 57á以上

0.86㎏未満 7.1㎏未満 4 未満 66%未満 60á未満

０ 0.78㎏以上 7.1㎏以上 3.8以上 64%以上 54á以上

点 0.82㎏未満 8.0㎏未満 3.9未満 65%未満 57á未満

－１ 0.78㎏未満 8.0㎏以上 3.8未満 64%未満 54á未満

相対重要度 ２ ２ 1.5 １ 1.5

４．無角和種

項目 １日平均 １㎏増体 ロース芯
枝肉規格 枝肉歩留

区分 増 体 量 当たりTDN 断 面 積

＋２ 0.90㎏以上 6.3㎏未満 3.1以上 65%以上 43á以上

評 ＋１ 0.86㎏以上 6.3㎏以上 2.7以上 64%以上 42á以上

0.90㎏未満 6.6㎏未満 3.1未満 65%未満 43á未満

０ 0.82㎏以上 6.6㎏以上 2.3以上 63%以上 41á以上

点 0.86㎏未満 6.9㎏未満 2.7未満 64%未満 42á未満

－１ 0.82㎏未満 6.9㎏以上 2.3未満 63%未満 41á未満

相対重要度 ２ ２ 1.5 １ 1.5

５．日本短角種

項目 １日平均 １㎏増体 ロース芯
枝肉規格 枝肉歩留

区分 増 体 量 当たりTDN 断 面 積

＋２ 1.09㎏以上 6.4㎏未満 2.9以上 63%以上 40á以上

評 ＋１ 1.04㎏以上 6.4㎏以上 2.6以上 62%以上 38á以上

1.09㎏未満 6.8㎏未満 2.9未満 63%未満 40á未満

０ 0.99㎏以上 6.8㎏以上 2.3以上 61%以上 36á以上

点 1.04㎏未満 7.2㎏未満 2.6未満 62%未満 38á未満

－１ 0.99㎏未満 7.2㎏以上 2.3未満 61%未満 36á未満

相対重要度 ２ ２ 1.5 １ 1.5



③ 直接検定

ア．直接検定は、検定しようとする雄子牛について、これを飼育し、１日平均増

体量、３６５日齢補正体重、１㎏増体当たりＴＤＮ、及び粗飼料摂取率を調査

し、産肉能力を判定するものとする。

イ．検定成績は、次の評点基準により、項目ごとに評点に相対重要度を乗じて得

た数値を合算して得た数値（総合能力指数）が３．５以上のものをＢクラスと

する。

評 点 基 準

１．黒毛和種

項目
１日平均増体量 365日齢補正体重 1㎏増体当たりTDN 粗飼料摂取率

区分

＋２ 1.37㎏以上 462㎏以上 3.9㎏未満 33%以上

評 ＋１ 1.17㎏以上 419㎏以上 3.9㎏以上 25%以上

1.37㎏未満 462㎏未満 4.5㎏未満 33%未満

０ 0.97㎏以上 376㎏以上 4.5㎏以上 17%以上

点 1.17㎏未満 419㎏未満 5.1㎏未満 25%未満

－１ 0.97㎏未満 376㎏未満 5.1㎏以上 17%未満

相対重要度 ２ ２ 1.5 １

２．褐毛和種（熊本系）

項目
１日平均増体量 365日齢補正体重 1㎏増体当たりTDN 粗飼料摂取率

区分

＋２ 1.39㎏以上 478㎏以上 4.4㎏未満 31%以上

評 ＋１ 1.24㎏以上 446㎏以上 4.4㎏以上 28%以上

1.39㎏未満 478㎏未満 5.0㎏未満 31%未満

０ 1.09㎏以上 414㎏以上 5.0㎏以上 25%以上

点 1.24㎏未満 446㎏未満 5.6㎏未満 28%未満

－１ 1.09㎏未満 414㎏未満 5.6㎏以上 25%未満

相対重要度 ２ ２ 1.5 １



３．褐毛和種（高知系）

項目
１日平均増体量 365日齢補正体重 1㎏増体当たりTDN 粗飼料摂取率

区分

＋２ 1.45㎏以上 481㎏以上 3.8㎏未満 22%以上

評 ＋１ 1.29㎏以上 454㎏以上 3.8㎏以上 16%以上

1.45㎏未満 481㎏未満 4.4㎏未満 22%未満

０ 1.13㎏以上 427㎏以上 4.4㎏以上 10%以上

点 1.29㎏未満 454㎏未満 5.0㎏未満 16%未満

－１ 1.13㎏未満 427㎏未満 5.0㎏以上 10%未満

相対重要度 ２ ２ 1.5 １

４．無角和種

項目
１日平均増体量 365日齢補正体重 1㎏増体当たりTDN 粗飼料摂取率

区分

＋２ 1.24㎏以上 461㎏以上 4.1㎏未満 27%以上

評 ＋１ 1.08㎏以上 426㎏以上 4.1㎏以上 20%以上

1.24㎏未満 461㎏未満 4.6㎏未満 27%未満

０ 0.92㎏以上 391㎏以上 4.6㎏以上 13%以上

点 1.08㎏未満 426㎏未満 5.1㎏未満 20%未満

－１ 0.92㎏未満 391㎏未満 5.1㎏以上 13%未満

相対重要度 ２ ２ 1.5 １

５．日本短角種

項目
１日平均増体量 365日齢補正体重 1㎏増体当たりTDN 粗飼料摂取率

区分

＋２ 1.38㎏以上 455㎏以上 4.4㎏未満 46%以上

評 ＋１ 1.21㎏以上 419㎏以上 4.4㎏以上 39%以上

1.38㎏未満 455㎏未満 5.2㎏未満 46%未満

０ 1.04㎏以上 383㎏以上 5.2㎏以上 32%以上

点 1.21㎏未満 419㎏未満 6.0㎏未満 39%未満

－１ 1.04㎏未満 383㎏未満 6.0㎏以上 32%未満

相対重要度 ２ ２ 1.5 １



６．ヘレフォード種

項目
１日平均増体量 ３６５日齢補正体重

区分

＋２ 1.45㎏以上 481㎏以上

評 ＋１ 1.27㎏以上 1.45㎏未満 430㎏以上 481㎏未満

０ 1.09㎏以上 1.27㎏未満 379㎏以上 430㎏未満

点

－１ 1.09㎏未満 379㎏未満

相対重要度 ４ ４

７．アンガス種

項目
１日平均増体量 ３６５日齢補正体重

区分

＋２ 1.42㎏以上 478㎏以上

評 ＋１ 1.28㎏以上 1.42㎏未満 445㎏以上 478㎏未満

０ 1.14㎏以上 1.28㎏未満 412㎏以上 445㎏未満

点

－１ 1.14㎏未満 412㎏未満

相対重要度 ４ ４



２．豚

① 産肉能力検定は、後代検定及び直接検定とする。

② 後代検定

ア．後代検定は、検定しようとする種雄豚について、その産子を肥育し、１日平

均増体量、飼料要求率、背腰（ロース）の長さ及び太さ、ハムの割合並びに背

脂肪層の厚さを調査し、産肉能力を判定するものとする。

イ．検定成績は、次の評定基準により、項目ごとに評点に相対重要度を乗じて得

た数値を合算して得た数値（総合能力指数）が１０以上のものをＡクラスとし、

５以上１０未満のものをＢクラスとする。

評 点 基 準

１ ヨークシャー種及びバークシャー種

項目 背腰（ロース）
１日平均 背脂肪層の

飼料要求率 長 さ 太 さ ハムの割合
区分 増 体 量 (背腰長) (ロース断面積) 厚 さ

＋２ 641g以上 3.66未満 65.5cm以上 25.3㎠以上 30.3%以上 3.0cm未満

評

＋１ 588g以上 3.66以上 63.6cm以上 21.8㎠以上 29.1%以上 3.0cm以上

641g未満 4.20未満 65.5cm未満 25.3㎠未満 30.3%未満 3.3cm未満

点 ０ 535g以上 4.20以上 61.7cm以上 18.4㎠以上 27.9%以上 3.3cm以上

588g未満 4.74未満 63.6cm未満 21.8㎠未満 29.1%未満 3.6cm未満

－１ 535g未満 4.74以上 61.7cm未満 18.4㎠未満 27.9%未満 3.6cm以上

相対重要度 ３ ２ １ １ １ ２



２ ランドレース種

項目 背腰（ロース）
１日平均 背脂肪層の

飼料要求率 長 さ 太 さ ハムの割合
区分 増 体 量 (背腰長) (ロース断面積) 厚 さ

＋２ 810g以上 3.20未満 74.3cm以上 20.0㎠以上 33.6%以上 2.3cm未満

評

＋１ 736g以上 3.20以上 71.7cm以上 18.2㎠以上 32.8%以上 2.3cm以上

810g未満 3.45未満 73.4cm未満 20.0㎠未満 33.6%未満 2.6cm未満

点 ０ 662g以上 3.45以上 70.0cm以上 16.4㎠以上 32.0%以上 2.6cm以上

736g未満 3.70未満 71.7cm未満 18.2㎠未満 32.8%未満 2.9cm未満

－１ 662g未満 3.70以上 70.0cm未満 16.4㎠未満 32.0%未満 2.9cm以上

相対重要度 ３ ２ １ １ １ ２

３ 大ヨークシャー種

項目 背腰（ロース）
１日平均 背脂肪層の

飼料要求率 長 さ 太 さ ハムの割合
区分 増 体 量 (背腰長) (ロース断面積) 厚 さ

＋２ 878g以上 3.04未満 70.0cm以上 22.3㎠以上 33.8%以上 2.3cm未満

評

＋１ 795g以上 3.04以上 68.2cm以上 20.1㎠以上 32.9%以上 2.3cm以上

878g未満 3.32未満 70.0cm未満 22.3㎠未満 33.8%未満 2.7cm未満

点 ０ 712g以上 3.32以上 66.4cm以上 17.9㎠以上 32.0%以上 2.7cm以上

795g未満 3.60未満 68.2cm未満 20.1㎠未満 32.9%未満 3.1cm未満

－１ 712g未満 3.60以上 66.4cm未満 17.9㎠未満 32.0%未満 3.1cm以上

相対重要度 ３ ２ １ １ １ ２



４ ハンプシャー種

項目 背腰（ロース）
１日平均 背脂肪層の

飼料要求率 長 さ 太 さ ハムの割合
区分 増 体 量 (背腰長) (ロース断面積) 厚 さ

＋２ 788g以上 3.21未満 68.9cm以上 22.5㎠以上 34.2%以上 1.6cm未満

評

＋１ 724g以上 3.21以上 67.2cm以上 20.5㎠以上 33.3%以上 1.6cm以上

788g未満 3.42未満 68.9cm未満 22.5㎠未満 34.2%未満 1.9cm未満

点 ０ 660g以上 3.42以上 65.5cm以上 18.5㎠以上 32.4%以上 1.9cm以上

724g未満 3.63未満 67.2cm未満 20.5㎠未満 33.3%未満 2.2cm未満

－１ 660g未満 3.63以上 65.5cm未満 18.5㎠未満 32.4%未満 2.2cm以上

相対重要度 ３ ２ １ １ １ ２

５ デュロック種

項目 背腰（ロース）
１日平均 背脂肪層の

飼料要求率 長 さ 太 さ ハムの割合
区分 増 体 量 (背腰長) (ロース断面積) 厚 さ

＋２ 805g以上 3.10未満 69.8cm以上 21.2㎠以上 33.7%以上 1.9cm未満

評

＋１ 744g以上 3.10以上 67.8cm以上 19.6㎠以上 32.9%以上 1.9cm以上

805g未満 3.28未満 69.8cm未満 21.2㎠未満 33.7%未満 2.2cm未満

点 ０ 683g以上 3.28以上 65.8cm以上 18.0㎠以上 32.1%以上 2.2cm以上

744g未満 3.46未満 67.8cm未満 19.6㎠未満 32.9%未満 2.5cm未満

－１ 683g未満 3.46以上 65.8cm未満 18.0㎠未満 32.1%未満 2.5cm以上

相対重要度 ３ ２ １ １ １ ２

③ 直接検定

ア．直接検定は、検定しようとする雄子豚について、これを飼育し、１日平均増

体量、飼料要求率及び背脂肪層の厚さを調査し、産肉能力を判定するものとす

る。

イ．検定成績は、次の評点基準により、項目ごとに評点に相対重要度を乗じて得

た数値を合算して得た数値（総合能力指数）が３以上のものをＢクラスとする。



評 点 基 準

１ ヨークシャー種及びバークシャー種

項目
一日平均増体量 飼料要求率 背脂肪層の厚さ

区分

＋２ 718㎏以上 2.81未満 1.3cm未満

評

＋１ 639㎏以上718㎏未満 2.81以上3.21%未満 1.3cm以上1.6cm未満

０ 560㎏以上639㎏未満 3.21%以上3.61%未満 1.6cm以上1.9cm未満

点

－１ 560㎏未満 3.61%以上 1.9cm以上

相対重要度 ２ １ ２

（注）背脂肪層の厚さは、背の脂肪層の厚さとなる。（以下③直接検定において同じ。）

２ ランドレース種

項目
一日平均増体量 飼料要求率 背脂肪層の厚さ

区分

＋２ 777㎏以上 2.85未満 1.3cm未満

評

＋１ 703㎏以上777㎏未満 2.85以上3.27%未満 1.3cm以上1.6cm未満

０ 629㎏以上703㎏未満 3.27%以上3.69%未満 1.6cm以上1.9cm未満

点

－１ 629㎏未満 3.69%以上 1.9cm以上

相対重要度 ２ １ ２

３ 大ヨークシャー種

項目
一日平均増体量 飼料要求率 背脂肪層の厚さ

区分

＋２ 796㎏以上 2.83未満 1.3cm未満

評

＋１ 721㎏以上796㎏未満 2.83以上3.20%未満 1.3cm以上1.5cm未満

０ 646㎏以上721㎏未満 3.20%以上3.57%未満 1.5cm以上1.7cm未満

点

－１ 646㎏未満 3.57%以上 1.7cm以上

相対重要度 ２ １ ２



４ ハンプシャー種

項目
一日平均増体量 飼料要求率 背脂肪層の厚さ

区分

＋２ 767㎏以上 2.94未満 1.1cm未満

評

＋１ 694㎏以上767㎏未満 2.94以上3.33%未満 1.1cm以上1.3cm未満

０ 621㎏以上694㎏未満 3.33%以上3.72%未満 1.3cm以上1.5cm未満

点

－１ 621㎏未満 3.72%以上 1.5cm以上

相対重要度 ２ １ ２

５ デュロック種

項目
一日平均増体量 飼料要求率 背脂肪層の厚さ

区分

＋２ 806㎏以上 2.85未満 1.2cm未満

評

＋１ 743㎏以上806㎏未満 2.85以上3.09%未満 1.2cm以上1.4cm未満

０ 680㎏以上743㎏未満 3.09%以上3.33%未満 1.4cm以上1.6cm未満

点

－１ 680㎏未満 3.33%以上 1.6cm以上

相対重要度 ２ １ ２



別記２ 体型基準

１．牛

次の品種の要件及び体格基準を満たしていること。

① ホルスタイン種

１ 黒白斑であること。

２ 被毛は、更紗毛（さらさげ）でないこと。

品種の要件 ３ 尾房又は腹が全黒でないこと。

４ 蹄冠部を黒毛色で取り巻いていないこと。

５ 灰色又は赤色の斑点がないこと。

体 格 基 準 生後６０か月齢以上のものにあっては、体高１５２ｃｍ以上で

あること。

② ジャージー種

品種の要件 被毛は、褐色系統の一枚毛であるか、又は褐色系統で白斑であ

ること。

体 格 基 準 生後６０か月齢以上のものにあっては、体高１３４ｃｍ以上で

あること。

③ 黒毛和種

品種の要件 １ 被毛は、黒色であって、異毛色がないこと。

２ 恥骨部以外に顕著な白斑がないこと。

体 格 基 準 生後４８か月齢以上のものにあっては、体高１３９ｃｍ以上で

あること。



④ 褐毛和種（熊本系）

品種の要件 １ 被毛は、褐色であって、異毛色がないこと。

２ 角、蹄及び鼻鏡が黒色でないこと。

体 格 基 準 生後４８か月齢以上のものにあっては、体高１３６ｃｍ以上で

あること。

⑤ 褐毛和種（高知系）

品種の要件 １ 被毛は、褐色であって、異毛色がないこと。

２ 恥骨部以外に顕著な白斑がないこと。

体 格 基 準 黒毛和種に同じ。

⑥ 日本短角種

１ 被毛は、赤色であって、白色又はかす毛以外に異毛色がな

品種の要件 いこと。

２ 鼻鏡が黒色でないこと。

体 格 基 準 生後４８か月齢以上のものにあっては、体高１３８ｃｍ以上で

あること。

⑦ 無角和種

品種の要件 １ 被毛は、黒色であって、異毛色がないこと。

２ 有角でないこと。

体 格 基 準 黒毛和種に同じ。



⑧ ヘレフォード種

品種の要件 １ 被毛は、赤褐色であること。

２ 顔、下胸腹、下肢及び尾房は、白色であること。

体 格 基 準 生後３６か月齢以上のものにあっては、体高１３６ｃｍ以上で

あること。

⑨ アンガス種

品種の要件 １ 被毛は、黒色であって、黒毛色がないこと。

２ 有角でないこと。

３ 恥骨部以外に顕著な白斑がないこと。

体 格 基 準 生後３６か月齢以上のものにあっては、体高１３２ｃｍ以上で

⑩ シャロレー種

品種の要件 被毛は、白色であって、異毛色がないこと。

体 格 基 準 生後４８か月齢以上のものにあっては、体高１３５ｃｍ以上で

あること。

２．馬（サラブレッド種、サラブレッド系種、アラブ種、アングロアラブ種及びアラブ

系種の馬を除く）

次の基準を満たすこと。

体 高 体 長 率 胸 囲 率 腰 幅 率

１５７ｃｍ以上 １１０％以上 １３０％以上 ４０％以上

（注） １ 体長率＝体長／体高×１００

２ 胸囲率＝胸囲／体高×１００

３ 腰幅率＝腰幅／体高×１００



３．豚

次の品種の要件及び体格基準を満たしていること。

① ヨークシャー種

１ 白色であること。

品種の要件 ２ 斑点が全身に現れていないこと。

３ 著しく大きな斑点がないこと。

体 格 基 準 生後２４か月齢以上のものにあっては、体高７８ｃｍ以上であ

ること。

② バークシャー種

１ 顔、四肢端及び尾端の６か所のうち４か所以上が白色であ

品種の要件 り、その他は、黒色であること。

２ １の白色については、著しく乱れがないこと。

体 格 基 準 ヨークシャー種に同じ。

③ ランドレース種

品種の要件 ヨークシャー種に同じ。

体 格 基 準 生後２４か月齢以上のものにあっては、体高８２ｃｍ以上であ

ること。

④ 大ヨークシャー種

品種の要件 ヨークシャー種に同じ。

体 格 基 準 生後２４か月齢以上のものにあっては、体高９０ｃｍ以上であ

ること。



⑤ ハンプシャー種

１ 白帯が肩、胸及び前肢を取り巻いており、その他は、黒色

品種の要件 であること。

２ １の白帯は、著しく広くないこと。

３ 鼻端以外及び飛節より上に白斑がないこと。

体 格 基 準 生後２４か月齢以上のものにあっては、体高８８ｃｍ以上であ

ること。

⑥ デュロック種

１ 褐色であること。

品種の要件 ２ 黒色の斑点が全身に現れていないこと。

３ 著しく大きな斑点がないこと。

体 格 基 準 生後２４か月齢以上のものにあっては、体高８９ｃｍ以上であ

ること。



今回の等級判定基準改正のポイント

• 種畜の血統、能力及び体型に基づき判定された等級が種畜証明書に記載され、種畜の利用者が種畜を利用する場合の目安となる。
• 新たな「家畜改良増殖目標」が策定されたことを踏まえ、これまでの等級判定の基準を、

① 多様な畜産経営を推進する観点から、特色ある家畜についても一定の評価ができるように判定の基準を見直すとともに、
② 判定の基準の数値については、時勢に適した水準とする改正を行う。

② 評価基準を時勢に適した値に改正。

例えば…

現行の等級判定基準

豚の評点基準（例：大ヨークシャー）

• １日増体重 ： ８７８ｇ
• 飼料要求率 ： ３．０４

改正後の等級判定基準

豚の評価基準（例：大ヨークシャー）

• １日増体重 ： ９１０ｇ

• 飼料要求率 ： ２．９

① 我が国では一般的ではない品種についても、血統証明書を有していれば２級以上の評価を得ることが可能となる
ように改正。

現行の等級判定基準

等級判定基準に定めのない品種は級外

（例）ブラウンスイス種、エアシャー種

改正後の等級判定基準

・ 血統証明書を有していれば2級
・ 能力検定を受けていれば1級の評価

家畜改良増殖目標

１日増体重：９１０ｇ

飼料要求率：２．９

• １日増体重やロース芯断面積等
で評価

肉用牛の評点基準（例：黒毛和種）

• 日齢枝肉重量 ： ５３１ｇ
• 脂肪交雑 ： B.M.S ５．７

肉用牛の評価基準（例：黒毛和種）

日齢枝肉重量：５３１ｇ
脂肪交雑：B.M.S ５．７

特色ある家畜による多様
な畜産経営を推進
（ 「家畜改良増殖目標」Ⅰ.まえがき

より）

（牛の能力に関する目標数値より）

（豚の能力に関する目標数値より）

乳用牛の能力は、泌乳能力で判定

泌乳能力として、乳量、乳脂率、無
脂固形分率を評価

総合指数（※）に基づいた判定

泌乳能力の他、長命連産性にも着目し
た総合指数による遺伝的能力評価に
よって判定

総合指数を用いて、総合的
に遺伝能力が高い種雄牛に
限定した交配に努める。
（ 「家畜改良増殖目標」Ⅱ.乳用牛より）

※ 総合指数：泌乳能力と体型をバランスよく改良することで、長期間着実に共用できる経済性の高い乳用牛を作出するための指数



等級判定基準の改正について

種畜所有者の皆様へ（ホルスタイン種）

※血統証明書がないものは級外とする種畜証明書番号の変更について

種畜証明書番号が、「１」＋「個体識別番号（10桁）」の１１桁
になります。

１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
個体識別番号

（１０桁）
牛コード
（１桁）

特級 １級 ２級

血統 血統証明書がある

能力 ＮＴＰ
４０位以内

ＮＴＰ
４１位以下

検定中、未受検

その他ＮＴＰの順
位が付いていない
もの

体型 体高152cm以上
（60ヶ月齢以上のものに限る）

左記以外

平成24年4月1日から、等級判定基準が変わります。

※国内の血統証明書のないものは級外。

連絡先：
農林水産省畜産振興課 ０３‐６７４４‐２５８７
○○県○○課 ○－○－○



等級判定基準の改正について

種畜所有者の皆様へ（肉用牛）

特 級 １ 級 ２ 級

血統 血統証明書がある

能力 日齢枝肉重量 脂肪交雑

黒毛和種 ５３１ ５．７

褐毛和種 ６２８ ３．８
（熊本系）

褐毛和種 ５３３ ３．４
（高知系）

日本短角種 ６３４ ２．１

産肉能力検
定を受けて
いる

産肉能力検
定を受けて
いない

体型 体高１４０ｃｍ以上
（48ヶ月齢以上のものに限る。ただし、熊
本系褐毛和種は１３９ｃｍ以上。）

左記以外

※血統証明書がないものは級外とする種畜証明書番号の変更について

種畜証明書番号が、「１」＋「個体識別番号（10桁）」の１１桁になります。

１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
個体識別番号

（１０桁）
牛コード
（１桁）

※国内の血統証明書がないものは級外

平成24年4月1日から等級判定基準が変わります。

連絡先：
農林水産省畜産振興課 ０３‐６７４４‐２５８７
○○県○○課 ○－○－○



等級判定基準の改正について

種畜所有者の皆様へ（馬）

特 級 １ 級 ２ 級

血統 血統証明書がある

能力 ２級以上に該当する
種畜を３頭以上生産

２級以上に該当す
る種畜を１頭以上
生産

左記以外

体型 ブルトン種 体高１５０ｃｍ以上
ペルシュロン種 体高１５２ｃｍ以上
日本輓系種 体高１５０ｃｍ以上
半血種（輓系） 体高１５０ｃｍ以上
その他の品種 要件なし

左記以外

種畜証明書番号の変更について

※国内の血統証明書がないものは級外

平成24年4月1日から等級判定基準が変わります。

種畜証明書番号が、「２」で始まる１１桁の番号になります。

※ 初回検査時の番号が、翌年以降も毎年引き継がれます。

２ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
初回の
検査年

（西暦の下２桁）

都道府県
コード
（２桁）

初回検査時の
班番号
（２桁）

初回検査時の
個体コード
（４桁）

馬のコード

連絡先：
農林水産省畜産振興課 ０３‐６７４４‐２５８７
○○県○○課 ○－○－○



等級判定基準の改正について
種畜所有者の皆様へ（豚）

特 級 １ 級 ２ 級

血統 血統証明書がある

能力 産肉能力
検定を受
けている

産肉能
力検定
を受けて
いない

体型 ヨークシャー種:体高78㎝以上
バークシャー種:体高78㎝以上
ランドレース種:体高82㎝以上
大ヨークシャー種:体高86㎝以上
ハンプシャー種:体高88㎝以上
デュロック種:体高87㎝以上

いずれも24ヶ月齢以上のものに限る

左記
以外

※血統証明書がないものは級外とする種畜証明書番号の変更について

※国内の血統証明書がないものは級外

平成24年4月1日から等級判定基準が変わります。

種畜証明書番号が、「３」で始まる１１桁の番号になります。

※ 初回検査時の番号が、翌年以降も毎年引き継がれます。

３ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
初回の
検査年

（西暦の下２桁）

都道府県
コード
（２桁）

初回検査時の
班番号
（２桁）

初回検査時の
個体コード

（４桁）

豚のコード

１日平均増
体重（ｇ）

飼料要求
率

ロース芯の

太さ（㎝2）

背脂肪層の
厚さ（㎝）

相対重要度 3 2 1 2
ヨークシャ―種 750 3.2 32 2.2
バークシャー種 750 3.2 32 2.2
ランドレース種 900 2.9 35 1.7
大ヨークシャー種 910 2.9 35 1.7
ハンプシャー種 1000 2.9 41 1.7
デュロック種 1000 2.9 41 1.7

相対重要度を合算して得た数値が５以上のもの 

連絡先：
農林水産省畜産振興課 ０３‐３５９１‐３６５６
○○県○○課 ○－○－○
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